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平成２２年度試行にあたっての改善事項
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技術点１位 14% (2件) 49% (67件)

技術点・価格点
共に１位以外 36% (5件) 18% (26件)

価格点１位 50% (7件) 46% (63件)

技術点・価格点
共に１位 0% (0件) 14% (19件)

評価項目の追加

・技術評価点と価格評価点の配分の見直し
・工事施工能力等の評価重視

・自己採点方式の試行
・電子申請方式の試行

・地域貢献度の評価項目（選択項目）の追加

技術評価の重視

事務効率の改善
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入札方式の種別
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総合評価方式
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　検査結果から，全体的に，
　工事成績の平均点は，
　総合評価方式による工事で
　高い点数になっており，

　竣工段階でも，よい成績
　を残している。

　　以上により総合評価方式は，

 　　・「価格と技術力を持ち合わせた会社との契約」
　   ・「質の高い工事目的物の完成」

　　という目的に対して，効果が出ている。

総合評価方式は，価格だけでなく，技術力もある会社と契約を
　　　　　　　　結ぶこと，そして，良い工事目的物を完成
　　　　　　　　させることを目的としている。

　このことから，入札段階と竣工段階で評価する。

総合評価方式を評価する視点

・落札した会社は，技術点・価格点
共に上位である。
年々その傾向が強くなっており，技術
点１位の割合も高くなっている。

・技術点・価格点共に1位でなくても,
総合的に評価され,落札している。

総合評価方式の評価について

入札段階の評価

竣工段階の評価

ま　と　め


